
つ
く
ろ
う
日
本
支
え
る
イ
ン
フ
ラ

鉄
道
・
物
流

サプライチェーンに貢献

羽
田
に
大
規
模
物
流
拠
点

ル
ー
ト
問
題
決
着
商
用
化
へ

ア
ジ
ア
市
場
と
一
体
化

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

東北新幹線の「はやぶさ」（ＪＲ東日本提供）

東
北
新
幹
線
復
旧

　
東
日
本
大
震
災
で
は
運
輸
部
門
も
深
刻
な
被
害

を
受
け
た
。
鉄
道
や
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
自
体

の
損
壊
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
震
災
後
の
自
粛
ム

ー
ド
や
工
場
の
稼
働
停
止
に
よ
る
旅
客
や
物
流
の

需
要
の
減
退
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う

盛
り
返
し
て
い
く
か
が
運
輸
業
界
の
課
題
だ
。
希

望
の
光
は
差
し
て
い
る
。
鉄
道
で
は
次
世
代
新
幹

線
と
も
言
え
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
が
、
建
設
の

障
害
だ
っ
た
ル
ー
ト
問
題
が
解
決
し
、
実
現
に
向

け
て
大
き
く
前
進
し
た
。
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
復
旧
も
進
み
、
需
要
喚
起

策
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
物
流
に
目
を
転
じ
る

と
、
国
際
的
に
輪
が
広
が
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

へ
の
対
応
を
着
々
と
進
め
る
企
業
の
姿
が
あ
る
。

震
災
を
乗
り
越
え
、
次
代
へ
成
長
に
向
け
て
走
り

出
し
た
運
輸
業
界
の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

羽
田
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
の
完
成
予
想
図

ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ
提
供

　　 ２０１１年 平成２３年 ５月３０日 月曜日 【企画特集】 （ ）

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

向
け
て
、
物
の
流
れ
も
国
内

と
国
外
の
境
目
が
薄
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
は
国
内
だ
け

で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
完

結
し
て
い
た
製
品
で
も
、
日

本
と
ア
ジ
ア
間
で
の
や
り
と

り
が
よ
り
活
発
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
大
規
模
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
決
断
し
た
の
が
ヤ

マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

。
羽
田
空
港
の
隣

接
地
に
延
べ
床
面
積
約

万

平
方

と
い
う
グ
ル
ー
プ
最

大
規
模
の
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

「
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
」
を
総
工

費
１
４
０
０
億
円
を
か
け
て

新
設
。
稼
働
開
始
は

年

月
の
予
定
だ
。
中
核
の
物
流

棟
は
６
階
建
て
延
べ
床
面
積

約

万
平
方

。
最
新
鋭
の

自
動
仕
分
け
機
を
設
置
さ

せ
、
従
来
よ
り
作
業
効
率
は

％
向
上
し
、
人
件
費
は

％
削
減
で
き
る
と
い
う
。

　
羽
田
空
港
の
そ
ば
に
立
地

し
、
大
井
埠
頭
や
首
都
高
速

と
う

ふ

と
の
ア
ク
セ
ス
も
し
や
す

い
。
こ
れ
に
よ
り
、
輸
入
商

品
を
国
内
の
倉
庫
で
い
っ
た

ん
保
管
す
る
手
間
を
省
き
、

通
関
か
ら
流
通
ま
で
を
即
座

に
行
え
る
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
時
間
の
神
「
ク
ロ
ノ
ス
」

と
玄
関
口
を
意
味
す
る
「
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
」
を
名
前
の
由

来
に
も
つ
こ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
巨
額
の
資
金
を
使
っ
て
で

も
作
る
狙
い
は
、
陸
運
、
海

運
、
航
空
と
シ
ー
ム
レ
ス
な

国
際
一
貫
物
流
を
担
う
拠
点

と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
産
業

に
お
い
て
、世
界
市
場
、ひ
い

て
は
経
済
の
伸
長
が
特
に
著

し
い
ア
ジ
ア
の
市
場
を
ど
う

取
り
込
む
か
が
、
こ
れ
か
ら

の
成
長
の
カ
ギ
を
握
る
。当

然
、日
本
と
ア
ジ
ア
で
の
荷

動
き
も
活
発
に
な
り
、
企
業

は
ア
ジ
ア
域
内
を
も
自
社
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み

込
む
流
れ
が
加
速
す
る
。

　
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
戦

略
拠
点
が
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
と

い
う
位
置
付
け
。
施
設
内
に

は
輸
送
の
機
能
の
み
な
ら

ず
、
情
報
や
金
融
、
流
通
加

工
を
担
う
グ
ル
ー
プ
企
業
も

集
い
、
物
流
の
ほ
か
、
製
品

加
工
や
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も

付
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
輸
入
品
の

仕
様
を
日
本
に
合
わ
せ
て
変

え
た
り
、
日
本
語
の
説
明
書

を
添
付
し
た
り
と
い
っ
た
こ

と
も
可
能
だ
。

　
木
川
真
ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ
社
長

は
ク
ロ
ノ
ゲ
ー
ト
に
つ
い
て

「
新
し
い
ヤ
マ
ト
の
成
長
力

の
基
盤
と
な
る
事
業
と
、大

き
な
期
待
を
寄
せ
る
。
ア
ジ

ア
市
場
と
の
一
体
化
で
活
力

を
生
み
だ
そ
う
と
し
て
い
る

日
本
市
場
。
そ
れ
に
対
応
す

る
た
め
の
布
石
を
、
物
流
業

界
は
着
々
と
打
っ
て
い
る
。

　
「
答
申
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
、
最
大
限
尊
重
し
な

い
と
い
け
な
い
。
ぜ
ひ
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た

い
」
―
。

　
東
海
旅
客
鉄
道

Ｊ
Ｒ
東

海

の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
建
設
計
画
に
つ
い
て
審
議

を
し
て
い
た
交
通
政
策
審
議

会
小
委
員
会
。
５
月

日
に

家
田
仁
委
員
長
か
ら
答
申
書

を
受
け
取
っ
た
池
口
修
次
国

土
交
通
副
大
臣
は
こ
う
述
べ

て
、
リ
ニ
ア
建
設
へ
の
意
欲

を
示
し
た
。
南
ア
ル
プ
ス
を

直
進
す
る
Ｃ
ル
ー
ト
を
望

む
Ｊ
Ｒ
東
海
と
、
南
ア
ル
プ

ス
を
迂
回
す
る
Ｂ
ル
ー
ト

か
い

う

を
主
張
す
る
長
野
県
が
対
立

を
し
て
い
た
リ
ニ
ア
の
ル
ー

ト
問
題
。
家
田
委
員
長
が
池

口
副
大
臣
に
手
渡
し
た
答
申

書
が
明
記
し
た
結
論
は
「
Ｃ

ル
ー
ト
。リ
ニ
ア
建
設
の
障

害
と
な
っ
て
き
た
ル
ー
ト
問

題
が
決
着
し
た
瞬
間
だ
っ

た
。こ
れ
に
よ
り
、リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
が
い
よ
い
よ
商
用

化
へ
の
軌
道
に
乗
り
出
す
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

耐
震
対
策
の
妥
当
性
も
問
わ

れ
た
が
、
東
北
新
幹
線
に
致

命
的
な
被
害
が
生
じ
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
耐
震
性
に

つ
い
て
の
追
加
処
置
は
盛
り

込
ま
れ
な
か
っ
た
。
震
災
を

受
け
て
、
東
海
道
新
幹
線
と

リ
ニ
ア
で
日
本
の
大
動
脈
を

２
重
化
し
て
リ
ス
ク
に
備
え

る
「
重
要
性
が
高
ま
っ
た
」

と
言
及
。ま
た
、
年
後
と
な

る
東
京
―
大
阪
間
の
開
業
時

期
を
「
で
き
る
限
り
早
く
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
き
わ
め
て

重
要
と
指
摘
し
、リ
ス
ク
回

避
、
経
済
の
両
面
か
ら
リ
ニ

ア
の
重
要
性
を
強
調
し
て
、

早
期
開
業
を
促
し
て
い
る
。

　
強
力
な
磁
界
を
発
生
す
る

超
電
導
磁
石
を
使
い
、
地
上

か
ら
浮
上
し
て
走
行
す
る
リ

ニ
ア
が
た
た
き
出
す
速
度
は

時
速
５
０
０

。
東
京
―
名

古
屋
間
を

分
、
東
京
―
大

阪
間
を

分
で
結
ぶ
。

　
計
画
で
は
２
０
１
４
年
度

に
着
工
、

年
に
ま
ず
東
京

―
名
古
屋
間
を
開
業
。
東
京

―
大
阪
間
の
全
面
開
業
は

年
の
見
込
み
だ
。
関
東
、
中

部
、
関
西
と
国
の
主
要
地
域

間
の
移
動
時
間
を
大
幅
に
短

縮
す
る
リ
ニ
ア
は
、
日
本
経

済
の
枠
組
み
を
根
幹
か
ら
変

え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
国
交
省
が
外
部
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
に
委
託
し
た
試
算
で

は
、

年
に
東
京
―
大
阪
間

で
開
業
し
た
場
合
の
沿
線
企

業
へ
の
経
済
効
果
は
年
間
８

７
０
０
億
円
に
の
ぼ
る
。た

だ
、計
画
通
り
の
開
業
に
は

課
題
も
残
る
。
リ
ニ
ア
は
Ｊ

Ｒ
東
海
が
自
己
資
金
で
建
設

す
る
予
定
だ
が
、
東
京
―
名

古
屋
間
で
５
兆
４
３
０
０
億

円
、
東
京
―
大
阪
間
で
は
９

兆
３
０
０
億
円
に
達
す
る
見

通
し
。

　
南
ア
ル
プ
ス
を
通
る
ル
ー

ト
に
は
豊
か
な
自
然
環
境
が

残
り
、
環
境
保
全
に
配
慮
し

な
が
ら
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
な

ど
難
度
の
高
い
工
事
を
こ
な

さ
ね
ば
な
ら
ず
、
建
設
費
が

膨
ら
む
要
素
は
あ
る
。
震
災

で
同
社
の
旅
客
数
も
落
ち
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
が
長
期
化

し
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
経
営
を
圧

迫
す
れ
ば
、
建
設
資
金
の
手

当
に
影
響
が
で
る
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。

　
ま
た
、
東
京
、
名
古
屋
、

大
阪
以
外
で
沿
線
各
県
に
１

駅
ず
つ
設
け
る
中
間
駅
の
設

置
も
大
き
な
焦
点
だ
。
Ｊ
Ｒ

東
海
は
中
間
駅
の
建
設
は
沿

線
自
治
体
に
全
額
負
担
を
求

め
て
い
る
。
一
方
、
自
治
体

は
こ
れ
に
反
発
し
、
負
担
軽

減
を
主
張
。
答
申
は
両
者
の

協
議
が
難
航
す
る
場
合
、
国

が
調
整
役
に
な
る
よ
う
記
し

て
い
る
が
、
中
間
駅
の
建
設

費
が
ど
う
決
着
す
る
か
は
不

透
明
だ
。
こ
の
負
担
も
Ｊ
Ｒ

東
海
が
負
う
こ
と
に
な
れ

ば
、
建
設
費
の
増
加
で
開
業

の
延
期
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
で
、
リ
ニ
ア
に
か
か

る
期
待
は
一
般
市
民
の
間
で

も
高
ま
っ
て
い
る
。
３
月

日
に
Ｊ
Ｒ
東
海
が
名
古
屋
市

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
リ
ニ
ア

・
鉄
道
館
」
に
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
、
約
７
万

２
０
０
０
人
が
詰
め
か
け

た
。
リ
ニ
ア
の
技
術
を
体
験

し
た
り
、
新
幹
線
の
実
物
車

両
を
見
学
で
き
た
り
と
、
日

本
の
経
済
、
技
術
の
発
展
を

支
え
た
高
速
鉄
道
の
足
跡
を

た
ど
れ
る
こ
の
博
物
館
を
、

リ
ニ
ア
建
設
を
控
え
る
Ｊ
Ｒ

東
海
は
満
を
持
し
て
オ
ー
プ

ン
さ
せ
た
。

　
開
設
日
が
震
災
直
後
で
、

開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
は
中
止
と

い
う
地
味
な
幕
開
け
と
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
想
定

の
３
倍
近
い
「
ハ
イ
ペ
ー
ス

で
人
が
来
て
い
る
」

Ｊ
Ｒ

東
海
人
気
ぶ
り
だ
。

　
日
本
の
夢
を
背
負
っ
て
走

り
出
し
た
リ
ニ
ア
計
画
。
震

災
と
い
う
減
速
要
因
を
乗
り

越
え
て
、
事
業
化
に
向
け
て

加
速
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
一
方
、東
北
新
幹
線
は
や

ぶ
さ
」
の
デ
ビ
ュ
ー
直
後
に

震
災
で
深
刻
な
打
撃
を
受
け

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
。
東
北
地
方

の
大
動
脈
で
あ
る
東
北
新
幹

線
は
４
月

日
に
全
面
開
通

を
果
た
し
、
在
来
線
も
臨
海

部
を
除
け
ば
、
復
旧
は
終
わ

り
つ
つ
あ
る
。
遠
の
い
た
旅

客
の
足
を
鉄
道
に
ど
う
引
き

戻
す
か
が
当
面
の
課
題
だ
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
大
人

１
万
円
で
Ｊ
Ｒ
東
管
内
の
新

幹
線
・
特
急
列
車
の
自
由
席

が
１
日
乗
り
降
り
自
由
と
な

る
「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
パ
ス
」
を

発
売
し
た
。
利
用
で
き
る
期

間
は
６
月

日
―

日
、
７

月
９
日
―

日
。
東
日
本
地

域
の
観
光
地
や
復
興
支
援
や

お
見
舞
い
な
ど
を
す
る
人
へ

の
支
援
が
目
的
だ
。

　
傘
下
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ホ
テ

ル
ズ
で
は
、
震
災
後
に
仙

台
、
盛
岡
を
中
心
に
ホ
テ
ル

の
営
業
を
中
止
し
た
が
、
現

在
ま
で
に
全
ホ
テ
ル
が
営
業

を
再
開
。
東
北
新
幹
線
の
全

線
再
開
に
あ
わ
せ
て
、
６
月

末
ま
で
予
約
サ
イ
ト
で
特
別

宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る
。

　
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
は
、
１
人

１
室
の
正
規
料
金
が
１
万
２

７
０
５
円
か
ら
の
も
の
を
、

特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
で
は
７
８

０
０
円
に
す
る
。
ま
た
、
夏

に
向
け
て
、
鉄
道
利
用
と
組

み
合
わ
せ
た
プ
ラ
ン
も
検
討

中
。
こ
う
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
て
い
き
、
復
旧

し
た
鉄
道
と
の
相
乗
効
果

で
、
東
北
地
方
へ
の
誘
客
を

進
め
て
い
く
考
え
だ
。


